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3年生 28名が旅立つ！ 
～第 59回卒業証書授与式を挙行！！～ 

 本日（３月１２日：土）令和３年度第５９回卒業証書授与式を行

いました。新型コロナ感染症対策として、歌を制限し、卒業生及び

保護者、在校生、教職員だけでの式でしたが、全校生徒が参集して

卒業生の旅立ちを祝えたことに、大きな喜びを感じています。 

 一年間、一中の「顔」、リーダーとして表に立つと共に、裏方でも

２・１年生を支えてくれるなど大活躍してくれた３年生の旅立ちに

少しでも華を添えることができればと思い、ＡとＢ、２つの式辞を

作成しました。時間を含めた諸事情もあり、最終的にはＢの式辞に

しました。今回の式で読むことが叶わなかったＡの式辞は、裏面に 

掲載しましたので、ご一読いただけますと幸いです。 

答 辞 

 

厳しかった冬の寒さも和らぎ、暖かい日差しが 

私たちを照らす、今日。私たち卒業生２８名は、 

沢山の思い出が詰まったこの第一中学校を巣立ち 

ます。ご来賓の皆様、保護者の皆様、先生方、 

そして在校生のみなさん、本日は私たちの卒業式 

にご臨席頂き、ありがとうございます。校長先生 

の式辞をはじめ、皆様からの心温まるご祝辞、心強いエールに、 

胸が熱くなりました。卒業生一同、感謝の気持ちでいっぱいです。 

今日という日を迎え、私たちは今、時の流れはなんと 

早いものなのかと強く感じています。これまでの日々 

を思い起こせば、すべての瞬間が鮮やかな色彩を 

もって蘇ってきます。あっという間に過ぎた３年間 

でしたが、その中で得たものは大きく、価値のあるものでした。 

３年前、真新しい制服に身を包み、照れくささを感じながら迎え

た入学式では、新しく始まる生活への不安や心配を抱くと共に、大

きな期待を膨らませていました。しかし、そんな不安や心配は当時

何もわからなかった私たちにたくさんのことを教え、助けて 

くださった先輩方によって消えていきました。心強い存在で 

あると同時に、学校行事や部活動など、あらゆることに全力で 

取り組む先輩方のかっこいい姿は、私たちのあこがれとなりました。 

２年生になり、先輩という立場になってからは、憧れた先輩を目

標に日々努力しました。しかし、思うようにいかず失敗したり、悔

しい思いをしたり、自分の実力不足に情けなさを感じることもあり

ました。そんな時、お互いに協力し合い、共に乗り 

切った仲間との日々は今では大切な思い出です。 

そして、最も印象深かったのは、中学校生活最後の 

年である、この一年でした。最上級生ということで、 

どの行事においても中心となり、全体をまとめ、また、私たちが下

級生の模範とならなくてはならず、苦労することも多くありました。 

今年度最初の大きな行事、運動会。時には意見が食い違い、思い

が伝わらず、本気でぶつかり合うこともありました。各組の団結力

が求められる応援合戦では、腰を低くして、真剣なまなざしで、 

全力で声を出す。みんなで心を一つにして、作品を作れ 

たことは私たちの自信となり、誇りになっています。 

そして、二つめの大きな行事である文化祭。「金賞」 

を目標にこだわってきた合唱の成果を披露できた時、私たちは 

お互いを信じ合い、高め合える最高の仲間であると実感しました。 

また、今年度はコロナの影響で、昨年度から延期されていた修学

旅行にも行くことができました。大変な状況の中、こうして無事に

修学旅行を行えたこと、先生方にはとても感謝しています。 

 

三年間の中では、人間関係の難しさに悩んだことも何度かあり

ました。しかし、そのようなことを乗り越えることで見えた大切

なものがありました。それは「仲間を信じ、支えること」、そして

「自分を信じ、強い意志を持つ」ということです。 

苦楽を共にした仲間だからこそ、より絆を深め、 

今日まで一丸となり、過ごすことができました。 

在校生のみなさん、今まで私たちについて 

きてくれてありがとうございました。リーダーとして頼りない私

たちでしたが、みなさんの協力があったからこそ充実した学校生

活を送ることができました。頼もしく、立派なみなさんなら、私

たちは安心して一中を任せられると思っています。これからも元

気な声が響き渡り、笑顔の絶えない一中を守っていってください。

皆さんが充実した学校生活を送れるよう応援しています。 

先生方、三年間お世話になりました。 

学習面だけでなく、人として大切な 

ことをたくさん教えていただきました。 

今日胸を張って卒業できるのも、先生方の 

ご指導のおかげです。ありがとうございました。 

お父さん、お母さん。これまでの１５年間、いつもそばで見守

り、支えてくれました。私たちのことをいつも一番に考え、背中

を押してくれました。迷うことの多かった中学校生活、どれほど

心強かったかわかりません。今日、私たちは９年間の義務教育を

終え、４月からは一人一人が違う未来に向かって、それぞれの道

を歩み始めます。まだまだ未熟で、きっとまた迷惑をかけること

があると思いますが、これからもよろしくお願いします。 

そして、三年生のみなさん、委員会活動や受験勉強で苦しい時、

励まし合うことで一緒に乗り越え、共に成長してきましたね。同

じ目標に向かってみんなで力を合わせ、笑顔の絶えない三年間で

したね。一中で過ごした日々は、みんなの心にも色褪せることな

く刻まれていくことと思います。共に泣いたり、 

笑ったりできるのも今日で最後です。４月からは 

それぞれの道を歩みますが、新たな出会いを信じて、お互いに 

素晴らしい人生を歩んでいきましょう。今まで本当にありがとう。 

これまでの三年間を思い返せば、一日一日が私たちにとって、

未来への希望や夢を見つける意味のあるものでした。明日からは

この校舎で学んだことや感じたことを思い出しながら、自分で決

めた道を一歩一歩、自分自身のために進んで行きます。 

本日は私たちのために、このような素晴らしい式を行ってくだ

さり、本当にありがとうございました。六ヶ所村立第一中学校の

益々のご発展とご多幸をお祈りして、答辞とさせていただきます。 

 

令和４年３月１２日 六ヶ所村立第一中学校 

第５９回卒業生 代表 内田 心温 

 

３月１１日（金）卒業式予行で、卒業生と在校生で式歌の交換会を行

いました。３年生の式歌の様子を左のＱＲコードにて、令和４年３月

２９日（火）１２：００まで期間を区切り、限定（保護者・在校生）

にて公開いたします。なお、毎回お願いしておりますが、無断で動画

を保存したり、ＳＮＳ等へアップロードすることは違法行為となりま

す。動画の取り扱いには、ご家庭内で十分ご注意ください。 

また、データ容量が大きい（３３２．８MB）ので、ご注意願います。

再生に時間がかかる場合もあります。 



 

 

式  辞（Ａ） 

 

 卒業生のみなさん ご卒業おめでとうございます。 

  

 先ほど２８名のみなさんに卒業証書を手渡し、今年 

一年間のみなさんの活躍する姿が、思い出されました。 

 

 新任式・入学式で歓迎のことばを話した心温さん。 

ノー原稿で話す姿が立派でした。生徒代表としてのプレッ 

シャーに負けない精神力の強さが素晴らしい。スピコンの 

「SDGｓ」に関する創作英語もベリーグッドでした。 

 

 生徒朝会での各委員長からの発表はとても立派でした。 

 

 生活環境委員会で毎回頭髪服装検査をした柚さん。真っ直ぐな凛とした 

姿勢が素敵でした。「ろっぷ」での職場体験で見せた笑顔もナイスでした。 

 放送委員長の慎之介くん。ラジオの DJ面白かった。応援合戦の太鼓や 

合唱の指揮も素晴らしかったです。 

 給食委員長の彩音さん。白衣チェックやパントリーの片付けいつもありがとう。NHK合唱コンクー

ルの歌声も素敵でした。毎朝夕の重いバスケットカゴ運びで筋肉が付いたのではないでしょうか。 

 保健委員長の玲男くん。生徒朝会でのパワポでの発表は勉強になりました。一中祭での 

つまようじアートでピクトグラムやダンスのパーフェクトヒューマンはナイスアイデアでした。 

 図書委員長の智絵里さん。たくさんの新たな取り組みをしてくれました。図書室が明るく、 

とても使いやすくなりました。毎朝職員室へ日記等が入った重いバスケットの 

カゴを運び「先生方おはようございます」の声にたくさんの元気をもらいました。 

 学校記録委員長の光洋くん。一中祭で流した素晴らしい動画は忘れられません。 

硬式野球で東北大会を勝ち抜き、福岡県での全国大会に出場したのも忘れられません。 

 副会長で司会を担当していた魁くん。スムーズで臨機応変に対応できるのは、 

あなたの持ち味ですね。一中祭での女装コントもナイスでした。 

 執行部の愛聖くん。いつも周りを笑わせてくれました。校長室のソファーに 

横たわったのは、あなたが最初です。みんなを笑顔にさせるあなたに拍手です。 

 同じく執行部の怜くん。一中祭でのコントはじつに面白かった。 

県大会での水泳８位入賞はすごかったです。 

 

 運動会 

 

 総合優勝、白組団長の駿太朗くん。立派なリーダーシップでした。日常生活での 

あいさつも超一流、クラスで困っている人を素早く見つけ、いつもすぐに助けてくれました。 

 副団長の椿さん。運動会では大きな声がグラウンドに響いていました。 

千葉県から転校して副団長になり、実際にやり遂げるまでを話した防犯弁論は立派でした。 

 同じく副団長の凛菜さん。応援の動きが大きくかっこよかったです。 

面接練習でひとこと一言かみしめて話す姿にあなたの誠実さが伝わってきました。 

 応援合戦優勝、赤組団長哲太くん。運動会では一番輝いていました。いつも元気で、 

冬でも外で遊ぶ姿がまぶしかった。修学旅行でのハプニングもいい思い出です。 

 副団長の悠空さん。運動会でのキレキレの振り付け凄かったです。文化祭での 

学級ダンスや有志でのダンス発表の踊りもかっこよかった。（服装も素敵でしたよ） 

 

応援リーダーの士道くん。応援の教え方が上手でした。いつも元気なあいさつ、生徒 

朝会での面白いスピーチは今でも忘れられません。（確実に私よりスピーチは上手です） 

   

部活動 

 

 野球部主将の拳星くん。「凡事徹底」の精神で軟式野球大会一勝をあげたのは 

立派でした。校長室前を通るたびにくれる元気なあいさつはとても嬉しかったです。 

 泊中学校との合同チームで闘った中体連夏季大会。光星くんがナイスプレーを 

見せてくれました。エネルギー交流会での意見発表もナイスでした。 

 陸上では紫流くんの砲丸を投げる姿がかっこよかった。学級で 

飼育しているメダカの水槽を丁寧に洗う姿はかわいらしかった。 

 ４００ｍで５位に入賞した昂汰くん。身長を生かした大きな 

ストライドの綺麗な走りでした。「昂汰だもの」の詩は最高でした。 

 バスケットボール主将の美涼さん。「あたり前のことに感謝する」という素晴らしい 

目標を生かし、リーダーシップを発揮しました。スピコンの暗唱もネイティブのようでした。 

 中体連夏季大会では、未来さんがキレのある動きで相手チームを 

翻弄（ほんろう）しました。校長室を通るたびに笑顔であいさつありがとう。 

 悠那さんは大きな声で選手たちを励ましていました。面接練習で話した将来の 

夢が叶ったら、お客のひとりとして行くので、働いている場所を教えてください。 

 水泳では幸希くんが力強い泳ぎを見せてくれていました。特にバタフライは 

かっこよかった。一中祭のダンスでも良い動きを見せてくれました。 

 

 NHK合唱コンクールでは、美羽さんが一生懸命歌う姿がありました。 

職場体験の郵便局で黙々と働く姿も素敵でした。 

 遼くんも一生懸命歌いました。文化祭でも集中して歌いました。 

面接練習は大変立派でしたよ。 

 

 そして、和希くんの銅賞に輝いた保健思想普及標語 

「あと少し 野菜を食べて バランス調整」は秀逸な一句でした。 

 煌くんは、毎朝元気なあいさつで職員室に入り、新聞を学級に持っていきました。 

校長室のドアからチョコと顔を出してのあいさつは、かわいかった。 

 

 たった一年のみなさんとのお付き合いでしたが、私にはたくさんの思い出が残りました。 

そして、様々な場面で一中の顔として、リーダーとして活躍してくれ、新たな伝統を築いて 

くれたことに対し、心から「ありがとう」と言いたい。 

 

 今日からみなさんは義務教育を巣立ち、それぞれの道へと進むことになります。 

全てが自分の思い通りに行けば良いのですが、時には思い通りに行かない事の 

方が多いかもしれません。そんな時、一中で過ごした日々。そして、一中生と 

しての誇りを思い出し、乗り越えて下さい。みなさんならきっとできるはずです。 

  

 卒業生のみなさんの輝ける未来と今日ご参会の 

皆様方のご健康とご多幸をお祈りし、式辞といたします。 

  

令和４年３月１２日  六ヶ所村立第一中学校 校長 藤川 俊彦 

 


